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金属材料技術研究所

令欧州の旅から（1）

令

今　　　令　　　令

研究のあり方を求めて　令　令

ブレーメソとその周辺

　この度は久し振りの晩春から初夏にかけてのヨーロッ

パ旅行なので5月17日胸をふくらませて羽日］を出発し

た。時期が時期であるために特に北洋の状況の変化の著

しいことを痛感したが，例えぼアソカレッヂとその周辺

又はマッキソレH」］等往路の5月17日と帰路の6月！7日

と周辺の風色に，1⊥1容をおおう雪の状態等に相当な変化

カミあった。何れにLても雪を溶かした湖や湾の水は空か

らみると，隈田川とは異った様相で

濁って御阯辞にも沽澄なとは云えた

かった。然し冬に閉ぢ込められてい

た樹木が春から夏の訪れと共に急速

に緑をつげ，これがまた非常な勢で

のびて行く様を眼の当りにみると，

生物の生きそLて伸びて行く強さを

しみじみと感じさせられた。又アソ

カレッヂ空港の建物，周辺の建設物

等に対する去る地震の爪の跡が未だ

生々しく，バラックに毛の生えた様

な建物の建設を盛に急いでいた。元

来この空港の建物はそれ程立派なも

のではなく，さいはての空の旅の足

所長　　理博　橋　本　宇　一

令

令

今

いスイス人の一家が休暇を得て約1ケ月問帰郷するのに

出会った。主人公の日本語の5まいのに驚いたが，それ

よりも面白いのはこの人が合気道の何段かの人であっ

て，1司好の初段の日本女性を伴っていた。柔道は全世界

に流行しているので，これに対抗する様な意味で，ユケ

月の休暇中この女性とヨーロッパ中に合気道宣伝の旅を

実演を兼ねてするのだと張り切っていたが，世の中には

どころの程度を出ないものではあったが，いよいよその

状態は気の毒と云うより他なかった。これも帰路の場合

には相当に建設が進行Lていた。

　白夜に近いこの時期の旅は年をとった老にとってはつ

らいものであって，いささか異常に疲れるの一語につさ・

る。たまたま同乗の人の中に製薬会杜の東京出張員らし

いろいろの人がいるのだなと面白く

思った。ゴベ：ノハーゲソまで睡眠出

来なくて困ったので，着くと直ちに

僅かの時問ではあったが，地下一階

にあるシャワーをあび，鍵をかげ照

明を消すと全く暗黒になり，完全に

外界の雑音から遮断される小室で睡

眠をとった。頼んでおけぼ起してく

れるので利用を御篤めしたい。もっ

とも僅かの時問でも利用Lて市内見

物をされるのも一計ではあるが。

　Bremenには18日の午後に着いた

が，爆撃を受げて破壌されない一部

には狭い裏通り（もっとも此処のは

誠に清潔ではあるが）の古い町の一部があって，家の造

りの風雅なことから，又ガラス窓越しに飾り職人の細工

をしているのがみえる処や，二階の窓で画学生の絵を画

いている処やら，いわゆるGasseの風物に接するのに誠

に面白い処等を訪ねて歩いた。又此処の田丁の表徴は附図

の像に示した様な面白い　　　※以下4頁下段へつづく



耐熱合金の進歩（12）

！！！！！！！旦！！！！1鋳包み加工被覆したMoの電熱線への適用≡1l11田11！11

　耐熱合金研究室では各睡耐熱合金で鋳包み加工被覆し

たMoの高温特性について研究を進めてきたが，この加

工処理が写真14に示すごとく容易なこと，その特1生がす

ぐれていることからこれを電熱線として利用してみるこ

とを考えてみた。

　ところで現在J　I　Sで規定されている電熱線はニッケ

ルクロム系と鉄クロム系に大別され，その最高度用温度

はニッケルクロム系でユ，100℃，鉄クロム系で1，200℃

である。しかし高温での強度が充分でないから，最高使

用温度に近ずくと電熱線の自重の暁みが著しくなり，そ

の寿命も短かくなる。Moを芯部に含む電熱線ではこの

ような欠点が改良されるでおろうか。

　試作電熱線は，6m／mφのMo丸棒をJISニクロム電

熱線1種（20％Cr，ユ％Si，2％Mn，残Ni）の合金で

鋳包み，熱問スエージソグ加工と冷問の沸ロール及び仲

線加工処理によって写真15に示すよ5な0・5m／mφの細

線とした。この場合径約5m／mまでは熱問力11口二が必要

であり，ダイヤモソドダイスによる伸線は径約2m／m以

下では常温で容易に行なえる。ただL冷問加工には1，

O00℃の中問焼鈍が望ましい。

試料の直径
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　このようにLて得た電熱線の1生能をJ　I　S規定の寿命

試験と固肯抵抗試験で求めた。この寿命試験はo・5m／mφ

の線に10gの衙重を吊し，直按通電により1，200℃に加

熱し2分問の加熱，冷却を繰返すもので，破断までの同

数をもって寿命値とLている。その寿命値はMoを含む

ニクロム線が2川珂，JIS合洛品のニクロム1種線が241

凹で，この新電熱線が市販ニクロム線に勝るとも劣らな

い寿命を持っていることが知られる。これは新被覆処理

LたMo電熱線が大気中長時問使用可能なことを示して

いる。そLて線を水平にして通電加熱する試験では，

Moを含むものの方がJISニク1ゴム線より捜1み量も遙か

に少なく，この新電熱線の〕虫力性を示している。

　固有抵抗試験の結果は，常温の抵抗値はMoを含む電

熱線が35．5μΩcm，JISニクロム！種線が105μΩcmで

洲者のプフがかなり低いこれはMoの抵抗値が低いことに

よるものであるが，幸いなことに沮度による電気抵抗の

変化率がMoは概めて大きい。例えぼ常温から1，500℃

になるとMoの抵抗は約8倍も蛸力口する。このことから

試f乍電熱線も当然温度上昇による抵抗値の上曽加が期待出

来る。そして！，200℃の抵抗値を求めたところ約103μΩ

cmとなり，JISニクロム電熱線の1，200℃の抵抗値
113μΩcmと同等の値を持っていることが知られた。した

がってMoを含む電熱線は高沮で使用するほど消費電力

的に有利である。

写真15　ニク回ム合金第1種

で鋳包み加工被覆したMoの
O．5m／mψ電熱線

1短信1

□科学技術庁長官来所

　愛知科学技術庁長官は8月7日に当所の研究施

設ならびに研究状況などを視察された。

□海外出張

　・電気磁気材料研究部鈴木敏之技官はミネソタ

大学において電気磁気材料の研究のため1ケ年の

予定で8月28日出発した。

　。戸部管理部長は米国ならびに欧州におげる国

立試験研究機関の管理方式に関する調査研究のた

め1ケ月の予定をもって9月11日出発した。

○印が当所を視察する長官　△印は当所所長



1；l1呈渦電流法によるオーステナイトステンレス鋼の粒界腐食の測定11；・

　オーステナイトステソレス鋼で500～800℃の範囲に

加熱すると組織的に不安定になるものは結晶粒界にク1ゴ

ム炭化物を折出Lて，ある種の腐食液中で著しく粒界腐

食を起して材質的に脆弱になる欠点がおる。

　現在，粒界腐食試験法として諾外国で最も良く用いら

れるカ法とLて，試片を硫酸・硫酸釜1司溶液で煮沸する，

いわゆるStrauss試験法と65～70％硝酸で意沸するHuey

試験法などがある。米国では上記の試験法がASTM法

とLて採用されている。一方，我が国ではStrauss試験

法に金属銅を添加Lた金属銅入り硫酸・硫酸銅試験法が

学振法とLて規定されており，この方法は金」．蚕銅をステ

ンレス鋼試片に接触して試験の当初から電位を粒界腐食

電位域に設定して行う迅速法である。その後の試片の粒

界腐食の評価法とLて学振法では試片を！80。屈■坦して肉

眼おるいは10倍の拡大鏡により屈曲音厄の亀裂程度を定性

的に判定Lている。この方法による評仙iには個人差が生

じ易い欠点がある。そこで，湿食研究室，計測研究室で

は粒界腐食をおこLた試片の評価を定量的に行なうため

に渦電流を利用Lてコイルのイソピーダソス変化によっ

て粒界腐食の程度を測定する装置を試作し，板状の試片

について測定してみた。

　粒界腐食により試片の固有抵抗が変化することを利用

し，高周波磁界中に試片を置ぎ固有抵抗に逆比例する渦
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図　粒界腐食深さと渦電流法によるメーター指示との関係

電流を流し高

周波エネルギ

ーを渦電流損

失として消費

させ，粒界腐

食を電気量に

変換して測定

Lた。すなわ

　　　　　　　写真1渦電流式粒界腐食測定装置
の構成は測定

プローブを含めた高周波発振阿路，検波回路，指示回路

それに電源回路からなっている。本装置の外観を写真1

に示す。

　試片としてはAISI304，316の2種類の板を寸法15x

60×1mmに切断し，650．CXユhr→炉冷の鋭敏化処理

を施した後，学振法に規定された試験液を用い腐食時問

を1～6時問の範囲内で粒界腐食試験をしたものについ

て測定を行なった。まず基準試片として腐食前の試片を

準備し，測定用プローブ内に挿入しメーター指示を調節

して零位置に合わせる。この状態で粒界腐食試験前の試

片について測定L，再び試験後の試片を挿入してメータ

ー指示の差を読み指示値とした。なお，測定条件として

温度20．Cの恒温室内で測定した。粒界腐食深さは写真

2に示したように渦電流法により測定を行なった後試片
の断面を顕微鏡で拡大しマイク1コメーターで測定した。

このようにして，AISI304，316両鋼種について測定し

たとぎの粒界腐食深さとメーター指示値との関係は図に

示Lた通りである。同一深さでも両鋼種問には測定値の
差異が多少認められるが，いずれの場合も粒界腐食深さ

とメーター指示値との間には定量的な関係が得られた。

　この粒界腐食の程度というのは，写真2からもわかる

ように顕微鏡で拡大Lて観察すると表面にわずかに点在

した程度の粒界腐食でも測定条件を一定にすれぼ，再現

性よく測定値が得られる。

　今後の研究課魑とLてはパイブ類へも応用し現場的な

品質管理等にも簡便に利用できるよう改良を加えること

である。

粒鍛魔麹の灘翻、繊嚇’
メータ指’添’鰹簑斜．裁

0．工5晒皿

2五竹
③，燃㎜

i蓄夢・ゑ

写夏2 粒界腐食試片断面の顕微鏡組織（鋼種A　I　S　I－304厚さ1・Cmm）



500kg真空処理低周波誘導電気炉

　木炉は鉄鋼の溶解に供せられるものであるが，

主として高カ鋳鉄，迅速可鍛鉄等真空処醒（溶解

状態において一定時剛蒐ガスし，溶湯を真空状態

に保持する処理）することによって製造可能とな

るいちれんの鋳鉄の開発工業化研究の実施を圓的

として設置せられたものである。

　本炉（伊太禾■」禺，フオルニ・エレトリキ・ア・

タグリアフエリ社）は開放リソグ式ダクトレス型

という構造．ヒの利点より冷材よりの溶解が可能で

あると剛時に連続溶解を特徴とし，その性能は以

下のごとくである。

　溶解璽最　500kg

　電気容最　150KyA
　有効最高電カ　　ユOOKW

　電　　　　源　500V，50H（500V～王00V可変）

　溶解遼度　王60kg／H
　到達真空度　　1×10■2Torr

　排気系は以下のポソプより構成されている。

　メカニカルブースターポソプ・5480M3／H・30げ

　メカニカルブースターポソブ・1032M3／H．10ぼ

　油圓転ポソブ（2台）　　　60001／加1舳15H〕

　なお本炉は真空処理を考慮しない溶解尊用の電

気炉に禺産の真空装置を附加した関係上生産用炉

としては構造上改良の余地を残している。

第1頁　※からつづく

ものである。ブレーメンの音楽家と云う。18日は祭ヨに

当り誠に静かな処へ着いたのは幸であった。翌19日に

K王5ckner製鉄所を兄学した。之は現在ヨHコッパに独

ではBremen仏ではDunkerqne英ではSouth　Wa一
王es　New　Port　（Richard　Tho㎜as　＆　Ba王dw三n　杜

Spencer工場）にそれぞれ約500万t規模の海岸乃至は
海岸に近い工場を建てているが，その一である。非榊こ

広大な地域に現碇では約200万t程度迄に遼んでいる。

この様な製鉄所が薙設されつつあるのは500万t程度以

上が経済生産上脊利な生齢蟄1であると云5こと，旧来の

様に自團の鉄鉱産地（少くとも独，仏等では貧鉱であ
る）に建設するよりも，世界の何れの場所又は国からで

も鉄鉱・粘絡性石災等の鰹奥なものを輸入して製鉄した

方が有利であること，これが為には海津丁場が有利であ

る等が原困である。この意味ではわが題の大製鉄所は何

れも北児の砂ヨがあったわけで，地下簸源に恵れないこと

も，また警い処もあったと云えるかも知れない。Bre－

men　はBremer　Hafenをもち古くから世界約に有名
な港であって国産の繊維螂売1等も此処を逝してドイツに

輸入されている。Klδckner製鉄所の商炉はドイツ從来

からの緩験を生かしたもので1000t以上と云う様な大型

のものではなく，伍しl1欣ぎ込み等，新しい試みは勿論

行っている。将来経済條の点からも大容±1圭の高炉を嬢設

する考慮が払われている様子であるが，しかもProf．

Schenckの関係深い二1二場であるにも拘らず大鯉高炉に

飛灘しないのは面■自い。又8remenとその1渕辺には遊
船所その他索性のよいスクラッブの得られる］二場が多い

という理1」ヨからか，未だにLD上吹転炉（討蘭申とのこ

とでおる）がなく，340t平炉3燕，360t平炉3基で製
鋼されている。この炉には災ク1・を遜して，水冷銅製ラソ

スから酸素吹ぎ込みが行われているが，その北端を溶融

スラッグの1判こ突き込み，これによって炉内溢度は遜当

に上昇しないし，そのため天井煉瓦の著しい擬傷がな
く，熱効率を損する原困となる対1二を高くする必要もな

　　　　　　　（通巻第69号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発
編集兼発行人吉村浩
印　　刷奥村印刷株式会社
　　　　　　　東京都千代田区陞榊田ユの10

い。但し，天チ1・煉瓦はオーストリー製の上質のマグネサ

イト煉瓦を使っている。次いで熱延二1二場は全然窓の無い

工場で・嬢設藪・傑修薮も廉く又防塵からも奥好である

と云っていた。之程徹底して余り明るくない人〕二照明の

みに依存している熱延コニ場は始めてみたが，被カロエ物が

カ竈熱，発色しているものであるから作業上はこれで充分

な筈である。酸洗ライソは連統の多土111生産向ぎの優秀な

ものであったが，この二〔場では冷延拠掃1としては自動車

用又はその他の運輸機周鋼板が主でおり，厚さ等も相当

種類が多く，冷延能率白勺には衡畷、1二問趣もあるであろ

う。商度の磨ぎ鏑板はアメリカから輸入されたWaenの
連続カロ〕二麟で鏡の様な表頑の帯鋼板を遮縦内に造ってい

たが，錫鍍金のライ：■は連続白勺ではなく，］枚宛漫波法

に依て造っており連続的，多最生産向勺に生産する矛1個を

もっていない様に児受けられた。ブリキ板を必婆とする

ものは必ずしも多くないと．愁われると同1時に禽成樹脂処

理したもの等が」1腰1次発閉されている今1ヨでは内需を対称

とする1擦ブリキの多搬生産は考えものであるかも知れな

い。20日から金滋学会の年次大会が舳綾されて梱当多数

の論文が発表されたが，わが国の場合と異って発表と言寸

繊に充分のl1苛1闘がかけられていることを羨しく、■獄うと共

に女性の立派な学者の発表が非常に多いことが注圓され

た。自分としては親しい友人であるケスター教授，ミュ

ラ｝博一＝・クライナー教授，ハソセソ教授等に会えたこ

とが嬉しかったし，近況を側るよすがとなったことを嬉
しいと考えた。発表研究に対して特記することはない。

　誤字の訂正
　通巻第67号　雛3頁右段下から王0行の“5NOCα罰（S）”
を”5NbOCi彗（S）”に訂正，1妥11のnl1線”P”を1蜘線”Psub”

に言丁正する

　通巻第68号第2〕…迂左段21右：目の「加1＝1度」を「カi1二〔

疫」に訂IEする竈1岡号策3頁のみだし「Aの製錬」を
「A一の製錬」に訂正する。
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